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再 質 問 書 

 

2 月 14 ⽇の質問書で，放医研の「放射線被ばくの早⾒図」が 100mSv 以下の放射線被ばくのリスク

について触れていないのは，100mSv 以下でリスクが明らかでないと主張しているのではないかとお聞

きしました。その質問に対する回答は「早⾒図では，100mSv 以下の線量については⾔及しておりませ

ん」とのことでした． 

それでは 100 mSv 以下のがんリスクをどのように受け取ればよいのでしょうか？ 100mSv 以下の

線量について⾔及しない説明のしかたでは，がんリスクが増えていないと受け取る人もリスクがあるか

どうかは分からないと受け取る人もでてくるのではないですか？ 放医研が⽰した早⾒図を⼀般の市

⺠・国⺠がどのように受け取ることを，早⾒図を公表している放医研として期待しているのでしょうか? 

早⾒図は「図としての⾒やすさから⽂章量は最⼩限とした」という説明がありましたので，それでは

放医研としての⾒解をお聞かせください．また，4 項目の各質問についても早⾒図は別にして放医研の

⾒解をお聞かせください． 


